
 

 

 

 
２０２４年も終わりを迎えます。明日から約１週間の冬休み。休み明けからは２０２５年、巳年

のスタートです。お正月ならではの日本の文化にも触れつつ、良い年をお迎えください。 
１月は７日（火）からのスタート。今年度のまとめと４月からの新年度に向けての準備が始まり

ます。職員一同元気な顔の幼児児童生徒に会えるのを楽しみにしています。 
 
＜１１月、１２月の学校の様子から＞ 
○ サウンドテーブルテニス（STT）北信越大会 
 １１月に富山市で北信越大会が行われました。個人戦優勝・準優勝の勢い
で優勝候補に真っ向勝負を挑んだ団体戦は、惜敗の末の４位でした。体育の
授業を通して STT の魅力を知り、試合に挑戦する決意をした生徒もいま
す。大会を通して改めて STTの楽しさや勝負の厳しさを感じることのでき
た２日間でした。 
 
〇 ぽつぽつ月間 
本校の児童生徒職員全員が点字について学ぶ、本校にとって大切な月間

です。期間中は、全校で朝の時間に点字盤で文字を打つ活動に取り組んで
きましたが、そのまとめとして、１１月２２日に点字運動会を行いました。
それぞれの力量に応じて点字早打ち、点字の速読や転写など、日頃の成果
やこの月間で培った技能をみんなで確かめ合いました。全校を赤と青の２
チームに分け、給食のメニューリクエスト権をかけて盛り上がりました。 
視覚支援教育に関わる私たちにとって、点字技能を身につけていくこと

は、専門性の維持や継承を図るための、大切な活動の一つであると考えて
います。保護者の皆さんの点字学習会も昨年度に引き続き行っています。
みんなで高め合っていかれるといいですね。 
余談ですが、２０２５年はルイ・ブライユが点字を発明してからちょうど２００年の節目を迎え

ます。世の中の点字に対する興味も、高まる予感がしています。 
 

〇 人権教育月間 
ぽつぽつ月間が終わった翌週からは人権教育月間となり、約１か

月の間、全校で人権にかかわる活動に取り組みました。期間中は、自
分のことを知ってもらうための掲示が中央廊下に貼られていまし
た。各部でも、自分や相手をもっともっと知って、大切にしていこう
という活動に取り組んでいきました。期間中は５年生の企画で、業間
に体育館でなかよし集会も行われ、じゃんけん列車やボール回しゲ
ームで、部科を越えた交流の輪が広がりました。心も体も温まる時間
でした。 
 
 

 
 
＜１月からの主な行事・活動＞                          

                                        １月 
７ 授業開始 

１５ 国試模試（～１６） 
２１ 小中体験入学 
２７ 給食週間（～３１） 
   専３後期期末（～３１） 

２月 
３ 幼小部豆まき  
７ 参観日 

１０ 計画休 

１７ PTA役員会 
１９ 中普期末（～２０） 

理１,２期末（～２１） 
２２ 国家試験（～２３） 

３月 
  ３ 高等部入学選考 

６ 理療科現場実習（～７） 
 １０ １５日の振替休 
 １４ 終業式 
 １５ 卒業証書授与式 
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＊冬季休業中に、災害や事故などの

緊急事態が起きた際は、本日配信

したオクレンジャーの返信欄に

てご連絡ください。夕方をめどに

確認し、対応していきます。 


